
連絡先：自動車局審査・リコール課リコール監理室 

TEL：03-5253-8111 内線 42354 

アドレス：http://www.mlit.go.jp 

 

リコール届出一覧表 

 
リコール届出日：平成３１年４月１１日 

 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ４４８４ リ コ ー ル 開 始 日 平成３１年４月１２日 

届出者の氏名又は名称 本田技研工業株式会社 問い合わせ先：お客様相談センター 

取締役社長 八郷 隆弘  ＴＥＬ ０１２０－１１２０１０ 

不具合の部位（部品名） 原動機（タイミングベルト） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性能

の状況及びその原因 

原動機のタイミングベルトにおいて、当該ベルトの製造工程が不適切なた

め、ベルト歯の強度が不足しているものがある。そのため、そのまま使用を

続けるとベルト歯が損傷して、警告灯、警告表示が点灯し、最悪の場合、エ

ンジンが停止して再始動できなくなるおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、タイミングベルトを点検し、該当するものは良品と交換する。 

不 具 合 件 数 ０件 事故の有無 無し 

発 見 の 動 機 海外市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知 

させるための措置 

・使用者：ダイレクトメール等で通知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。  

・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に 

 №４４８４のステッカーを貼付する。 
 

車 名 型 式 通称名 
リコール対象車の車台番号の範囲 

及び製作期間 

リコール対象

車の台数 
備 考 

ホンダ DAA-KC2 「LEGEND」 
KC2-1200594～KC2-1200836 

平成 30 年 5 月 25 日～平成 30年 8月 6日 
243  

 (計 1型式) (計 1車種) 
（製作期間の全体の範囲） 

平成 30 年 5 月 25 日～平成 30年 8月 6日 
（計 243 台）  

車両製造後、定期交換等で対象となる部品が組付けられた車両 

車 名 型 式 通称名 リコール対象車の車台番号の範囲 
リコール対象

車の台数 
備 考 

ホンダ DAA-KC2 「LEGEND」 KC2-1000115～KC2-1002959 29  

   KC2-1100160 1  

   合計 （計 30 台）  

交換修理用部品として出荷し、組付けられた車両が特定できないもの 

対象の製品名 部品番号 対象部品の出荷期間 対象数 備考 

タイミングベルト

キット 
06141-R9S-305 平成 30 年 5 月 15 日～平成 31年 3月 7日 21  

タイミングベルト 14400-R9P-A01 平成 30年 6月 27日～平成 30年 10 月 9日 3  

 合計 （計 24 個）  

交換修理用部品が組付けられた車両は、同様の改善を実施する。 


